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二〇一四年八月九日、文芸創作「ほしのたね」の創立三周年記念パーティーが開催されました。この冊子は、その際に寄せられた会員の掌編（お題「たまご」）を集めたものです。パーティー当日、会員による人気投票が行われ、優勝一編・準優勝二編および四位一編、五位三編が選ばれました。入賞作については、作者名の上に記してあります。また、タイトルがある場合には作者名の下に「　」で記してあります。



優勝　ヤンコロガシ





シオカラトンボが視界を横切る。もうそんな時期か、と薄目でそれを眺めていると、瞬きの隙に空に馴染んで消えてしまった。虫網を持って走り回った畦道は、コンクリートに固められてしまって見る影もない。靴底から這い入って来る熱。生まれてくることの無かった者達の眼差し。無機質な瞳が、土の中からわたしを見詰めている。



準優勝　ねぎし




「この中には掛け替えのない知識が詰まっています」
人はそう言った。私の手の中には一つの卵。どんなに叩いても祈っても割れない、不思議な卵。それを目の前にして私は困惑する。焦燥を覚える。知識が欲しい。その様を笑って人は言う。
「考える事が重要です」
いつか開いた卵の中身は、空っぽだった。
「知識とは思考そのものです。あなたの欲していたものは、手に入りましたでしょうか？」




準優勝　シオ





タマゴがころがってきました。にじ色のかわいいヒヨコちゃんがうまれました。名前はにじ色ちゃんにきめました。にじ色ちゃんはぐんぐん育ちます。お母さんをさがして、山をこえ、谷をこえ、歩いていきました。お母さんが見つかりました。にじ色なので、すぐにわかりました。みんなでなかよくくらしました。




四位　樹月こころ





殻は、捨てない。殻ごと食べたら、もっと強くなれる気がした。私の知らない記憶を知っているから。意識のおぼろげ、どんな世界なの？　生まれたての世界に触れればよかったと卵は泣き笑いした。美味しくない殻をたっぷりと味わい、時間をかけて生きながら溶かす。一生のグルメ。郷愁。私だったもの。



五位　暁 壊


長い宇宙の旅を終えてたどり着いた星は、青く美しい外観とは裏腹によごれきっていた。灰色の大気は私たちの肺を蝕み、濁った水は私たちの命を蝕んだ。それだけなら、まだいい。
しかし、あの二足歩行の生き物だけは我慢ならない。私たちの技術を根こそぎ奪い取り、私たちの仲間を意味もなく殺した。私たちは奴らに罰を与える。私たちは子供を残そう。汚れた大気にも水にも、野蛮な人種にも負けない強い子孫を……。 

「大将、これいけるねぇ」「でしょう？　エイリアンどもはグロテスクですけど、コレは結構おいしいんですよ」
 居酒屋で二人の人間が話している。地球上に植え付けられたそれらは、ついに一つも孵らなかった。






五位　なま







五位　角谷みずか





　広い海を渡るため、小舟を下さい。そして二人で漕ぎだそう、というアイルランド民謡の話を彼女にしたんだ。僕はこの歌詞がとても好きだから。けれど彼女は「広い海に小舟じゃ、すぐに沈んじゃうわね」とケラケラ笑いながら、安いウィスキーを飲んだ。僕は生卵をぐちゃぐちゃに潰されたような後味の悪さを感じながら、「そうだね」としか言うことが出来なかった。




吉村りりか





全てを弾き返す鉄壁の防護服。何もかもを受け流す完璧なフォルム。それが卵。
しかし彼が自身を守る殻を脱ぎ捨てた時……そこにあったのは茹でても良し、焼いても良し、生でも良しという変幻自在で弱々しくも美しい姿であった。



しいたけ　「シュレディンガーのたまご」




癇癪を起こして、たまごを割った。
君は割れたたまごを接着剤でくっつけて、僕の手に乗せると「明日にはきっと産まれるよ」と笑った。
きっとたまごは孵るだろう。でもさっき死んだあの雛はもう返らない。
それでも「おめでとう」と君が言うから、僕は曖昧に笑ってみせるのだ。
なんだかさ。



藤沢静雄


最後の一人が鼻血を吹いて倒れ込んだ時、グシャリと響いた音にサキは形の良い眉を顰めた。
「困ったなぁ、今夜はすき焼きの予定なのに」
　そういって目線を向けた先には、赤い点がついた紙袋と飛び出た野菜や缶詰、割れた卵の黄身で汚れた靴が転がっている。
「お気に入りだったのに、まったく困っちゃうわ」
　彼女は溜息をつくと、黄色く染まった靴を摘みあげた。




藍崎弥子





「やめろよ、オムライスなんて」彼は少し照れたように言った。真新しいキッチンでチキンライスを炒めていた私は、彼を見てくすりとした。「あなたの分には旗を立ててあげるわ。なんなら、ケチャップでメッセージを書いたっていいのよ」彼はちょっとむっとしてから、あきらめたように肩を落とした。




橙雫れき


ロンが猫と戦っている。ひとりと一匹の周りを鳥の夫婦があわただしく飛びまわる。
猫が卵でも盗みにきたのだろうと当たりをつけて、窓から戦場と化した庭木を眺める体勢をとった。

放っておけばいいのにと思う。
あの猫の子供が襲われそうにでもなったら、彼は今度は猫のために戦おうとでもするのだろうか。

ロンは木の枝のようなもので猫を牽制している。
涼しい風が吹いて、顔を上げた。
眼下の平和な戦いなどないかのような、気持ちのよい青空。

不穏な音が鳴って、視線を戻すと走り去る猫が見えた。
鳥夫妻の勝利だろうかと思ったが、様子がおかしい。彼らもどこかへ飛び去っていく。
きょろきょろと辺りを見回していたロンがこちらを向いて、情けない顔をした。
うつむく彼の視線を追う。
合点がいって、彼の元へ向かうため窓辺から体を離した。

落ちた鳥の巣と無残な状態の卵たち。
このいい天気に、まったくめんどうなことで。




鳥谷



　庭に生えている白檀の木が卵を産んだことがあった。その日といえば、天気はのしかかる様な曇り空だったがやけに湿度が低かった事を覚えている。日も高くなってからやっと起きて、庭に出て水やりでもしようとしていた時に、伸び放題になった芝生の上に無造作に転がっていたのを見つけたのだった。
　そのままに放置していたら、夕方頃にカラスに割られていた。






４０３







長谷潤子





握ると割れる脆い殻、そのかけらを指でふちどり、閉じこもってきた過去を想う。母は水辺に脚を浸し、「生きろ、育て」と力をこめた。やがてわたしは海になる。たまごをひとつ受け取って、醜く膨れる腹を叩いては、角を隠して生きてゆく。半人前はおのれか、飯か。たまごは食うもの、未熟者。




真田理子




まあるいたまごを、ころりとテーブルに転がした。
外殻のざらざらとした表面を撫でながら指で弄ぶ。
たまごは壊れやすいというけれど、こうやって平らなところで転がしている分には存外脆くもないのだと、私は知っている。
私が閉じ篭っている、己の殻と同じ。
「壊したいんだけどなあ」
この殻を壊して、私は新しい私へ。
けれどそれもやはり簡単ではないのだと、私は知っていた。




高橋美緒





卵を取り出してフライパンに落とす。少しずつ白濁して透明さを失う様子は、なんだかグロくて泣けてくる。私は食べることが苦手だ。動物のものは特に命の不平等さを直に突きつけてくる。私達は何かの命を奪って生きている。傲慢で気持ち悪いことだって、何故気づかないんだろう。それがとても気持ち悪い。



河合舟





真っ赤に熟したトマトがとろりと半熟卵に絡んで、口の中で混ざり合う。外国の日本料理屋で肉じゃがが出ないように、日本の中華料理屋で出ない家庭料理。自分で作ってみたけど、食堂で食べたあの味にはならない。あの食堂のおばちゃん、うちに来てくれないかなあ。なんて思いながら蓮華で卵をつついた。



粋条瑞稀





言葉を紡ぐ。しかくい言葉はごつごつと転がり、鋭い角によって勢いを止めてしまう。どこへも行けない言葉を、涙がゆっくりと流す。ごつごつ、ごろごろ、ころころ。流されて削られて、まるでたまごのように丸くなった言葉。ころころころころ。そして滑らかに転がり出す。生まれ変わって、楽しむように。



朔哉




どうしてなのかな？　数学の時間、必ず起きる現象。ただノート取っているだけなのに……。
「すごくお腹がすくの」
悠里に相談。私、そんなに食いしん坊だったかな？
「んなの簡単じゃん」
悠里はさも当たり前のことだ、とばかりに言い放つ。
「栗原の頭がゆでたまご、だからしょ」
私の脳内に光輝く卵が浮かんで消えた。




長月凜


いや、確かに卵を孵化させたいという子供らしい考えを持った事もあった。でもそれは昔の話。今は普通に食いてぇの。だから割ったら中に雛が住んでましたとか迷惑なの。は、何でノックしてくれなかったのさ？　どこの世界に卵割る時に挨拶する奴がいんだよ。偉そうに日本語喋ってないで俺の食料返せ。おい待て、何処行くんだよ！　畜生、貴重な食料……待てよ？　……コンコン、こっちの卵にも雛さん居ます？
「先生、加藤君が机を叩きながら意味不明な寝言を言ってます」
「卵をノックする暇があるなら勉強しろと伝えておけ」
チャイムと同時に夢から覚めた時には、にやけ顔のクラスメイト達に散々からかわれた。これが俺のあだ名が「卵」になった理由。




浅井




　その後頭部は、まるで日に当たった事のないように色白で、手のひらで輪郭をなぞっても、ひとつもつかえることなく滑らかに首まで下りる。うっとりするほど奇麗なかたちをしていて、西日に照らされて浮き出た影の頭の部分は、すらりとした身体の上にちょこんとバランスよく乗っかって、それはそれは見栄えが良い。卵のような後頭部。こつん、とお茶碗の縁にぶつけて、とろりと溢れ出してくる中身を、おいしく食べてしまいたい。





鐘







あかりみや





夢を見ていた。懐かしいくらい遠い過去か、それとも未来か。君とは長く居すぎたよ。悲しそうに笑うあの人は、振り返りもせず遠ざかる。待ってくれよ、まだ終わってなんかいやしないんだ。声が出ない。身体が動かない。霞んでいく意識の中で、そっと覚醒する。僕はまた、暗くて丸い、温もりの中。



中野めぐみ




てのひらで震える息づかいにどきどきして、やんわりとなじんでゆく体温に目眩を覚える。あなたのすべてが、ここにある。貴い精神のためか単純な執着心のためかなどと考えるよりも先に、はやくはやくはやく終わらせてしまわなければと気が焦る。あなたが何にも誰にもとらわれることのないように、いまこのままわたしのなかで眠りますように。



石津馨　「ぼくらのせいざい」




この産むことも感じることも出来ない哺乳類の子宮付近には人間になれなかった精子達の死骸が浮いているのだと、思った時には既に口が勝手に動いていた。 
「甘い卵焼きは好き？」
 彼は顔を下に埋め、白い子供達を、ただ 静か飲み込んだ。何も言わなかったけれど、流れた涙が答えだと、私にはわかった。




みや




ジュッと油の跳ねる音と共に私の朝が始まる。この音はまだ覚めきっていない頭まで覚ましてくれる。 いつもはこれにベーコンをつけて終わり。 でも今日からは違う。 もう一個取り出して、まだ冷めていないフライパンに落とす。 ジュッと、もう一度、油の跳ねる音がする。 「おはよう」 あなたの声が聞こえる朝に、感謝する。

「おはよう」




葵日向子　「本から落ちた卵」




本を開いたら、卵が転がり落ちた。
卵はまだ暖かくて、冷めないように、枕の下に入れた。
翌朝、目が覚めると卵はなくなっていて、代わりに見たことのない色をした小鳥が一羽、開け放した窓辺に止まっていた。
小鳥は聞いたことのない声で鳴いて、飛んで行った。私は急いで窓辺に駆け寄った。
外を見ると、そこには不思議な景色が広がっていた。




笹の葉




　何かの殻が落ちていました。
　白く円をかくそれは、さらりとして、なぞると僅かに指を引きます。
　しばらく夢を見ていたようです。ひやりと心地の良い床の上、薄く、白をのせた青い空を眺める夢でした。
　さて、そろそろ出かけましょう。ひとかけ殻を拾って。
　覗くと中は、薄く白をのせた、青をしています。




神奈川





僕の中には形がないんだ。
隙間もなければ線もなく、蓋を付ける穴もない。留まる山に身を寄せて、傾く背中を探している。
生まれ落ちる術ならあるけれど。生きていく魂はあるけれど。
心を割って、君の形を覚えて行けるだろうか。ひどくとろけたその先を。形を覚えたこの末路。単位をつけたら何になる？




猫野エミリー　「きらきらのほうへ」




夢のたまごの
殻をつつき
わたしは生まれました
（ファンファーレ！）
「こんにちは」
挨拶したら
「やあやあ」
と
世界はわたしを
受け入れてくれたようで
わたしは常に
疑問形を自分のかたちにしながら
生きてきました

「わたしは生まれてよかったの

？

」

「あなたは生まれてよかったの」

眩しいひかりの

肯定




ます




冷房の効いた涼しい店内で、ひたすらひたすらレジ打ちをしている。ギターを背負った男性がやって来て、一本のポカリスエットをドンと置いた。おもむろに尻ポケットから財布を取り出す。このひとはきっと、ミュージシャンのたまごだ。そのたまごの背中を追いかける暇もなく、わたしはまた、ひたすらひたすら、繰り返しレジを打った。……じゃあ、わたしはなんのたまごだろうか。なんのたまごに、見えるだろうか。




小澤由紀子


透明なたまごの中にいた。ここが殻の中だと自覚したのは、随分前だった気がする。
かつて、隣で自ら殻にひびを入れて、儚く崩れていったたまごを見た。透明だから、見たくないものまで目に飛び込んでくるのだ。
無機質な空間。夢を見なくなった。声もとうに枯れてしまった。ここには何もない。ここにいる僕にも何もない。ほんの数ミリの殻が、空っぽで臆病な僕と外界とを隔てているだけ。
天井まで届く長い梯子が、丸みを帯びた壁に無造作に寄りかかっている。その梯子を使って、空を見まいと壁一面に貼ったコピー用紙が一枚、不意にひらりと足元に舞い落ちてきた。
眩しいと、目を細めて見上げたその先。歪な六角形に抜けた天井の隙間に、満天の星空が見えた。




三木あおい



「別れたらしい」
「どうして」
目の前の鍋がぐつぐつと泡立ち始めた。
「あんなに好きだったのに」
ぐしゃり。
小さな音を立てて、指の隙間からこぼれ落ちたのはどろりとしたもの。
「そんなに力を入れなくても割れるでしょ」
笑われながらもう一つ、手渡された。
「ありがとう」
今度は優しく、包み込む。





石川







奥麻けいと




独りきり、ベッドの上。
シーツを深く被って丸くなる。
閉じた世界。温かな暗闇。
胸に手を当てる。
抱卵するように暖め続けている感情。
色も形も大きさも、闇の中では分からない。
内側からコツコツと、殻を破る音がする。
音の主は青い羽の雛鳥か、得体の知れぬ化物か。
それは生まれてくるまで分からない。



もち子





なんでもないです、と呟いて彼女は泣いた。この部署に異動してきて日の浅い彼女と僕の接点は多くない。会話こそすれど業務連絡や仕事のことばかりだ。ただ彼女はきっと、自分が不甲斐なくて悔しくて、どうにもできなかったのが悲しいのだ。最初は僕もそうだった。泣きはしなかったが。だからそっと見守る。缶コーヒーを差し入れて。がんばれ、新人。



桜月綾



「そうか、僕は割れなければいけないのだった」
不意にそう思いだした。途端、座っていた塀から硬い地上へ真っ逆様。
とろりと飛び出た中身を認めて、気がつきゃまた塀の上。
「もう割れたくないのになあ」
ぽろりと涙を零しても、ほらまたすぐに落っこちる。
どんなに抗っても、だってこれは決まりごと。
どこぞの神さまが、僕の生まれるよりずっと前に決めたことだとさ。

哀れ、傷だらけのハンプティ・ダンプティ。
今日も卵の割れる音がする。



翠月





仕事に追われていた毎日のせいで、正直料理は得意ではない。
新婚から一ヵ月、朝食は毎日目玉焼き。焦げないように水を入れることを覚えたのは先週の日曜。トーストが焼けたら一緒の皿に乗せてテーブルへ。コーヒーを煎れたら夜勤明けの妻が起きてくる。「うん、美味しい」その一言だけで、今日も頑張れる。







ほしおさなえ






原っぱを歩いている。空が青くて、ひょっとしたらわたしたちみんな、まだ生まれてないんじゃないか、ここは大きなたまごのなかで、あの外にもっと大きな世界があるんじゃないか、なんてくだらないこと考えたりして、おーい、と手を振ってみる。だれか、いませんか。走り出す。空がどんどん近づいてくる。
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